
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 グリーン・ツーリズムとは、都市住民が農山漁村を訪れ、自然環境、農林水産業伝統文化

などを体験・交流する滞在型余暇活動のことです。本市ではグリーン・ツーリズムを推進す

ることにより地域の活性化を目指しています。コースの詳細や「あさおグリーン・ツーリズ

ム」については、ホームページをご覧ください。 

 

 
 

多摩自然遊歩道（多摩美） 黒川のひまわり 

 農薬は、農産物を病害虫、雑草などから守

り、農産物の成長を助けるため、また農作業

の省力化のために利用されています。市内農

業者には、農薬散布にあたり日時などを周知

したうえで、散布を行うようお願いをしてお

ります。 

農薬は適正に使用すれば人体に影響はありま

せんのでご理解とご協力をお願いします。 

問合せ：農地課 
電 話：８６０－２４６１ 

問合せ：農業振興課 
電 話：８６０－２４６２ 

野生動物（ハクビシン・カラス・アライグ

マ等）による農業被害が頻発しているた

め、一部の農地で駆除を行っています。ご

理解･ご協力の程、お願い申し上げます。 

 

散策コース 

 

ＨＰはこちらからアクセスしてください。 
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令和４年１０月１１日発行 

かわさきの「農」情報は、川崎市ホームページのトップページからかわさきの農業で検索 

 
市民農園とは、市民の皆様が区画（約１０㎡）を借りて、野菜等を栽培
することのできる施設です。クワやシャベルなどの大きい農具は、現地
で借りることができるため、手軽に「農」に親しむことができます。野
菜等の苗・種などは、ご自身で持ち込んでいただきます。 
 

 

 どうしたら利用できるの？ 

 ２年に１度の募集の際に申込をする必要があり、応募者多数の場合は抽
選となります。 
詳しい募集方法等については、11 月以降に「川崎市 市民農園」で 
検索してください。 
※市民農園の利用には、一定のルールがあります。ルールを守って野菜
づくりを楽しみましょう！ 
 

農園の様子② 農園の様子① 

市民農園ってなんだろう？ 

 野菜等の農作物の栽培は難しいものではありません。育てる大変さはあ
りますが、無事収穫できた時の喜びもひとしおです。 
市民農園を利用してみませんか。 

問合せ：農業振興課 
電 話：８６０－２４６２ 

mailto:28nogyo@city.kawasaki.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

市内で古くから栽培されている「多摩川梨」。 

この「多摩川梨」にも環境保全型農業※の取組が進められていることをご存

じでしょうか？ 

一般的に、梨栽培では病害虫の被害から葉・枝、果樹などを守るために農

薬散布が必要ですが、「多摩川梨」の栽培では、葉に被害を与えるハダニ類の

増加を抑えるため、天敵（ミヤコカブリダニ）の活用技術が進められていま

す。 

この取組によって、農薬の散布回数が減るとともに、周辺環境への影響も

緩和することが期待できます。 

農業技術支援センターは、市内農業者への農産物の生産技術の

向上・支援や、市民の方々へ援農（手伝い）を目的とした講座を開

講しています。園内には果樹や花木が植栽されており、季節に応

じて色とりどりの花を見ることができます。 

また、園内で栽培された生産物について、販売も実施していま

す。園内案内所には、そ菜等の自販機を設置し、市内農産物を手

に取っていただく機会を積極的に設けております。 

※園内の生産物販売は収穫できる時期に限ります。 

詳細は当センターまでお問い合わせください。 
園内ナシ園（収穫前の様子） 

園内生産物の販売（自販機） 

問合せ：農業技術支援センター 

電 話：９４５－０１５３ 

天敵（カブリダニ）の 

入った袋を枝に掛ける 

【周辺地図】 

※環境保全型農業とは？ 

環境保全型農業とは、農業の持つ物質循環機能を生かし、土づくり等を通じて化学合

成農薬や化学肥料等の使用による環境負荷の軽減と、より安全な農産物生産に配慮した

持続的な農業のことです。 

市では、平成 12 年 3 月に「川崎市環境保全型農業推進方針」を策定し、環境保全型

農業を推進しています。 

  

【住 所】〒214-0006 川崎市多摩区菅仙谷 3-17-1 

【開 所 時 間】4 月から 8 月：午前 9 時 30 分～午後 4 時 30 分 

9 月から 3 月：午前 9 時 30 分～午後 4 時 

【休 所 日】毎週月曜日（祝日の場合は開所し、翌平日が休所日） 

年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日） 

【入所・駐車料】無料 

【駐 車 場】小型 19 台（うち車いす使用者用駐車区画 1 台） 

大型 4 台 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によって、開催予定事業を中止する場合があります。 

かわさきで愛情いっぱいに育てら

れた「かわさきそだち」の農畜産物を、

公式ＰＲキャラクターの「菜果ちゃ

ん」が紹介していくインスタグラムの

アカウントです！ 

「かわさきそだち」や地産地消に関

するいろいろな情報を発信していく

ので、ぜひフォローしてくださいね♪ 投稿している写真の一例で

す。生田の梅の紹介です。 

 
アカウント名：菜果ちゃん【公式】 

問合せ：農業振興課   電 話：８６０－２４６２ 

かわさきそだち 
ＰＲキャラクター 

 

 

麻生区黒川で親子サツマイモ収穫体験。

掘った芋の重さコンテストも行います。 

近くにはセレサモス麻生店があり、お買

い物もお楽しみいただけます。 

日時：令和４年１１月１２日（土） 

場所：黒川営農団地管理組合倉庫集合 

申込：市ホームページ 

１０月７日～１０月２８日 

問合せ：農地課 

電 話：８６０－２４６１ 

 
 

農園近くの福祉事業者やボランティアの

方と交流しながら、農業体験（サツマイモ

の収穫など）を予定しています。 

日時：令和４年１０月２９日（土） 

場所：中原区井田中ノ町 

申込：市ホームページ 

   １０月１日～１０月１７日 

 

問合せ：農業振興課 

電 話：８６０-２４６２ 

 
 

麻生区岡上で柿収穫体験をたのしみませ

んか？ 

秋の里山風景に触れながら、柿の収穫体

験ができます。 

日時：令和４年１１月１２日（土） 

場所：小田急線鶴川駅前やすらぎ公園集合 

申込：市ホームページ 

１０月７日～１０月２８日 

 
問合せ：農地課 

電 話：８６０-２４６１ 

 
 

農作業体験や青年農業者との交流を通し

て、都市農業を身近に感じていただくため

のイベントで、サツマイモや落花生の収穫

などを予定しています。 

日時：令和４年１１月５日（土） 

場所：多摩区中野島の畑 

申込：市ホームページもしくは往復はがき 

   ９月２６日～１０月１９日 
 問合せ：農業振興課 

電 話：８６０-２４６２ 


